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君
提
出
米
軍
普
天
間
飛
行
場
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移
設
問
題
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係
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共
同
声
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決
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質
問
に
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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
係
る
日
米
共
同
声
明
及
び
閣
議
決
定
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

普
天
間
飛
行
場
の
代
替
の
施
設
の
滑
走
路
の
長
さ
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
、
運
用
上
の
所
要
、
地
元
へ
の
影
響
等
を
考
慮

し
、
「
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
を
含
み
、
護
岸
を
除
い
て
一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

普
天
間
飛
行
場
の
代
替
の
施
設
の
具
体
的
な
位
置
、
配
置
、
工
法
等
は
、
今
後
、
日
米
間
で
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
環
境
影
響
評
価
手
続
も
含
め
、
代
替
の
施
設
に
関
連
す
る
事
項
の
詳
細
に
つ
い
て
お
答
え
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

ホ
テ
ル
・
ホ
テ
ル
訓
練
区
域
の
使
用
制
限
の
一
部
解
除
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
日
米
間
で
調
整
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

一



「
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
（
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ォ
ス
タ
ー
）
の
『
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
コ
リ
ド
ー
』
及
び
牧
港
補
給
地
区
（
キ

ャ
ン
プ
・
キ
ン
ザ
ー
）
の
一
部
」
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
早
期
返
還
に
お
け
る
優
先
分
野
で
あ
る

こ
と
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
区
域
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
日
米
間
で
調
整
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
現
時
点
に
お
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

政
府
部
内
の
検
討
過
程
に
お
け
る
詳
細
に
つ
い
て
、
個
々
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
平
成
二
十
二
年
五

月
二
十
八
日
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
の
共
同
発
表
（
以
下
「
共
同
発
表
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
、
平
成
十
八
年
五

月
一
日
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
の
際
に
発
表
さ
れ
た
「
再
編
の
実
施
の
た
め
の
日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
補
完
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
沖
縄
県
に
集
中
し
て
い
る
基
地
負
担
を
軽
減
し
、
同
盟
の
責
任
を
我
が
国
全
体
で
受
け
止
め
る
と
と
も

に
、
日
米
同
盟
を
更
に
深
化
さ
せ
る
た
め
、
「
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
に
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
当
面
の
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
閣
議
決

二



定
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
沖
縄
県
を
始
め
と
す
る
関
係
地
方
公
共
団
体
等
の
理
解
を
得
る
べ
く
一
層
の
努
力
を
行
う
こ

と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
「
ど
の
よ
う
な
事
態
を
も
っ
て
沖
縄
県
等
と
の
「
理
解
を
得
た

」
と
判
断
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
、
予
断
を
も
っ
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

八
及
び
九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
合
意
」
に
つ
い
て
は
、
共
同
発
表
及
び
閣
議
決
定
で
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
を
確
定
的
に
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、

閣
議
決
定
に
従
い
、
沖
縄
県
を
始
め
と
す
る
関
係
地
方
公
共
団
体
等
の
理
解
を
得
る
べ
く
一
層
の
努
力
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

三


